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國際天文同盟第5同総會の概要

山　本　　一　清

　去る1935年七月10日から同17Hまで，既報の如く，面識パリ市に於いて國

際天文同盟の弟5同縮倉が闘かれ，我が國からは早乙女痕京天文時長と田中

館博七が代員として出席されだが，全世界からは約300名の出席者があり，

殊に此度は薪らしく支那，・．シヤ，＝1ゴ】スラビヤの三國が加盟すること

になったので，加盟國は総計27ケ國となった。（天文同盟の組織等については

天文年鑑を見られよ）．

　総會は佛國大統領Lebrun氏腰揚の’下に，同等文部大臣が開會を宣し，佛

國首席代表M．　le　Comte　de　la　Baume　Pluviirtel氏，パリ天文墓長：E．．Esclan－

gon氏，同盟長ESchlesillger博士等の演説あり，翌日からは各部委員曾に

於いて協議が行はれた．其のうち特に重要なものを下に記す．

　天交記號と天交暦表との聯合委員曾では，1925年以來時刻制の名としてGreenwicil

Ci　v’　il　Time（G・C・T・｝やGrcenwich　Mearl　Tlme（G・M・T・）を臓し，　Uni髄rsal　Tirne

（U・T・，二二ではT・U・，濁國にては“rcltze…り即ちL世界時「を用みることとした・

但し英國でのみは可分のうちG・M・T・を用ふることを認める・G・C・T・は英國に於

いて夏期時刻をも意味する誤解が起るので断然用みないこととする・

　天職暦表と峯午線天文墨との聯合委員會では，將來の基本恒星として濁國計算局で

目下作製申のFK3，即ち・’c・」レリン暦1936年版1：ある第3版Auwers目錐を用みること

とし，米國ダドレイ天文塁で1・ss氏等が作製中のGeneml　Catal・gueの星は寧ろ朝

立観測用に適すると了解された，

　そこで天女暦表の委員會は，今後FK3目錐の星を佛燭米西の4國で分憺して毎年

毎日の観位置を計算し，英佛濁3噴門の．epAを附し，英國で旧版することとした・

　天女女書委員會では，Stroobantを委員長とし，近く世界の各天文肇及び天正家の名

簿増補を幽残することに決定・

　天女電報委員會では，暗號電報に必要なる規程改正をなすことに決定・

　太wa黒1．委員會では，太陽蜥上の黒黙及び種々の指示藪報告は1936年勧より太陽暦

を4分し（赤道及び中央子午線により），北東，北西，南東，南面の各部別々に報告す

ること，又，太陽面の協同観測は今後更に10年間綴績すること，尚ほ，太陽面は常に

一層の努力を以って蓮績槻察を必要とするため，．グリ＝r一チ時0時（日本中央標準時9時）

の頃の観測設備を奨働すること・叉分光太陽鏡を増設するやう勘誘すること等を決

議した．

　日食委員曾では，1936年六月19日の皆既食につき，早乙女氏より日：本の北海遣地方

の状況，叉、Gerasimovic氏よりはcrシヤ・シ．ベリや方面の胱況に關し説明があ．り　、・天
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氣はシベリヤ東部が最も罠：ささうな見込みと報沓された・ヌ・，ロシヤのステルンベル

グ天文學院のA・Mich・il。v氏の研究報告があっナこ・次いで南阿の∫」・C1・s・・1邸t”

1940年十月1Hの皆既日食について有望なる豫測が報告きれた・

　標準光波長の委員會では・今日各方面に用ゐられるスペクFル標準線の波長につい

て協議が行はれt：・

　月の委員會は，さきに山面の命名が完了したので・一一旦此の委員會を改組し，（1・）

月面の槻察，（b）月の物理研穽・（c）月の数理と掩蔽の3分科に別れることとなった・

搬出化の委．員會は・木村委賑哺任に件ひ1英國のSpenc・・J・n・・氏を新委員

長とし，申央局は四二伊3國から申出であり，結局イタリヤのナポリ二丈垂が引受け・

Carnera氏を圭任とし，爾ほ永年の功勢により木村氏を名舞委員長とすることを決出

し、た・

　小遊星委員會では，第1から第4まで即ちセレスiパラス，ジユノ，ペス槻）4遊星

の精密な位置を年々登表することの必要を認め・之については濁國計算局が此の位置

計算を引き受けることになった・

　春心の委員會中に，．太陽競差の分科委員會を組織したが，1937年のエ・スの封衝は

1930－31年の時の如く大がかbで襯測せす・主として寓眞及び子午環の襯測に止める

こととするに決した．

　流星委員會は，全世界にある流星槻測着團の調査と相互の連絡を期し，54，シベリ

ヤ及び米國にある阻面一の研究を促すこと等を決議した・

　叉，此の委員申から，黄溢光關係の特別委員會を組織することを決議した・

　天罷光度委員會では，寓眞光度の整理統制を期することとし，之れがため，寓眞乾

板製作者たちへ感光面の一様なものを作られんことを希望することとした・

　星霧海團及び分発光度の聯合委員會は，全銀河の綜合スペクトルについて討議し，

荷，遊星形星霧のスペクトルに話する議論及び銀河光の吸牧問題等も長時間にわたり

論じられた・

　恒星スペクトル委員會内に，薪に新星分科會が組織された．

　時制の委．員會では，今までの恒星時の放途を止めて，1936年初からは章動を除いた

雫均恒星時を標準時として放吊することにした・

　恒星統計撃委員會では，銀河の北趣としてはOhlssm氏の表に用みてみるra　b赤経

18h40m，北緯28。（1900年の分黒占）を探面することを決議した・

　桓星雨造の委員會では，Eddingt・n氏を座長とし，近年の物理學に於ける原子内部研

究が恒星構造論の蛮展に關係深きこと，星の進化，輻射と縮二等につき，H・NR聯鉱

E．A．　Milne，　H．　Shapiey，　S．　Chandrasekhar諸．氏の問に討議が行はれた・

　分光光度墨委員會では，光度の標準に關して諸家の間に論議が行はれた・

次の総屯は1938年にスエ1デン國ストクホルムで開かれる筈．

欝ぼ此のパリ群議icより決定された新組織は下の通りである

　　　　　　　　　　國際天文伺盟（1935－38）

筒盟蔓E・E・cl・ng。n，総幹事∫・H・O・lt’

　（！）麹　罰　原　理委員會．（Relativity）．休止
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